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中部大学解答例 (2022.02.03)（41数学） 

 
 
Ⅰ 

(1)  ( 1)( 2)( 3)( 4)x x x x+ + + + を{( 1)( 4)}{( 2)( 3)}x x x x+ + + + と考えて展開す

ると 

     2 2 2 2 2{( 5 ) 4}{( 5 ) 6} ( 5 ) 10( 5 ) 24x x x x x x x x+ + + + = + + + +  

となる。同様に ( 1)( 2)( 3)( 6)x x x x− − − − を{( 1)( 6)}{( 2)( 3)}x x x x− − − − と考え

て展開すると 

     2 2 2 2 2 2{( 6) 7 }{( 6) 5 } ( 6) 12 ( 6) 35x x x x x x x x+ − + − = + − + +  

となるので，与式は 

    4 3 2 4 3 2( 10 35 50 24) ( 12 47 72 36)x x x x x x x x+ + + + − − + − +  

 3 22 2 12 1 2 2 12x x x= − + −  … (ｱ)，(ｲ)，(ｳ)，(ｴ)，(ｵ) 

(2)  2 2 2( ) 2 2 3 ( ) 2 3 (0 2)f x x ax a a x a a x= − + + + = − + +   の最小値が 6 の

とき， 

（ 0a  かつ 2(0) 2 3 6f a a= + + = ） 

または（ 0 2a  かつ ( ) 2 3 6f a a= + = ） 

または（ 2 a かつ 2(2) 2 7 6f a a= − + = ） 

である。よって 

（ 0a  かつ 2 2 3 0a a+ − = ）または（ 0 2a  かつ 2 3a = ） 

または（ 2 a かつ 2 2 1 0a a− + = ） 

であるから， 

 3a = −  または 
3
2

a =  … (ｶ)，(ｷ)，(ｸ)，(ｹ) 

(3)  a c b c a b+ = +  = ， 2 2a b a b a b=  = = −または　 ， 
2( ) 0 0a b a b a b− =  − =  = ， ( ) 0 0ac bc a b c a b c=  − =  = =または  

であるから， a b= と同値でない条件は 

 2 と 4  … (ｺ)，(ｻ) 

(4)  最高位が 1，2，3，4，5 のものはそれぞれ 4! 24= 個ずつある。70 24 3 2=  −

であるから，小さい方から 70 番目の数は最高位が 3 の数のうちの最大の

数35421より 2 つ前の数 

 3 5 2 4 1  … (ｼ)，(ｽ)，(ｾ)，(ｿ)，(ﾀ) 

である。最高位と次の位の数が 35 である数で 35241 より小さい数は 3 個

あり，34251 は最高位と次の位の数が 34 である数のうちの大きい方から 3

番目であるから，小さい順に数えると 

 70 3 3 6 4− − =  番目 …(ﾁ)，(ﾂ) 

(5)  長さが 4 の辺の対角の大きさを とおくと，余弦定理より 
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2 2 25 6 4 3cos

2 5 6 4
 + −
= =

 
 

である。よって
7sin

4
 = であるから，外接円の半径は 

 
8 74 8

2sin 77
= =  … (ﾃ)，(ﾄ)，(ﾅ) 

である。三角形の面積は
1 15 75 6sin
2 4

  = であるから，内接円の半径を r

とおくと
1 15 7(4 5 6)
2 4

r+ + = より 

 
7

2
r =  … (ﾆ)，(ﾇ) 

Ⅱ 

(1)  5
100 20

xx = ｇ 

(2)  5％の食塩水を x ｇ混ぜて濃度が 7.5％以上 8％以下になったとすると， 

  
7.5 10 8200 (200 ) 200
100 20 100 100

x x  + −     

より 300 400 320x −  より80 100x  となるので，5％の食塩水を 

 80ｇ以上 100ｇ以下 

混ぜればよい。 

Ⅲ 

(1)  ( ) ( 3)( 1) 0f x x x= + +  より 

 3 1x−   −  

(2)  2 2( ) 4 3 ( 2) 1f x x x x= + + = + − であり， 

 
( ) ( 3 )

( )
( ) ( 3 1)

f x x x
y f x

f x x
 − 

= =  − −   −

または　-1
 

である。よって ( )y f x= のグラフは図のよ

うになる。 

(3)  ( )y f x= と y k= の交点が3 個となる k

の値は，(2)のグラフより 

 1k =  

である。交点の x 座標は ( ) 1f x =  を満たす

ので， 2 4 2 0x x+ + = または 2 4 4 0x x+ + = よ

り 2 2x = −  または 2x = − となる。よって交点の座標は 

 ( 2 2, 1), ( 2, 1), ( 2 2, 1)− − − − +  

である。 
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中部大学解答例 (2022.02.03)（42数学） 

 
 
Ⅰ 

(1)  2 2 2( ) ( ) 4 4 4 4 32x y x y xy+ = − + = +  = と 0x y+  より 4 2x y+ = であ

るから， 

 
( )2 2 4 2 2 4

4
x yx y x y xy
x y x yx y
−− + − −

= = =
− −+

 

 2 1= −  … (ｱ)，(ｲ) 

(2)  {2}A B A B =  = の要素の個数は 1 であるから， A B の要素の個数

は 

 50 1 4 9− =  … (ｳ)，(ｴ) 

である。また， A B の要素は素数でない奇数の 1，9，15，21，25，27， 

33，35，39，45，49 であるから，個数は 

 1 1  … (ｵ)，(ｶ) 

(3)  平均値は
1 (1 2 3 4 5 6 7 8 9)
9

+ + + + + + + + であるから， 

 
45 5
9
=  … (ｷ) 

である。 

分散は 2 2 2 2 2 2 2 2 21{( 4) ( 3) ( 2) ( 1) 0 1 2 3 4 }
9

− + − + − + − + + + + + であるから， 

 
2 060

9 3
=  … (ｸ)，(ｹ)，(ｺ) 

(4)  x t= とおくと 

 2 28 1 0 8 1 0x x a t t a− + + =  − + + =① ②  

である。1 つの t に対して， x t= を満たす実数 x の個数は， 0t  のとき 0

個， 0t = のとき 1 個， 0t  のとき 2 個であり， t の値が異なれば x の値も

異なる。よって①が異なる 4 つの実数解をもつのは，②が異なる 2 つの正

の解をもつときである。 
2 2( ) 8 1 ( 4) 15f t t t a t a= − + + = − + − とおくと， a の満たすべき条件は 

 (0) 1 0f a= +   かつ (4) 15 0f a= −   

より 

 1 1 5a−    … (ｻ)，(ｼ)，(ｽ)，(ｾ) 

(5)  正弦定理より
4 2sin

2 3 3
B = =


である。AB AC= より BC 2ABcosB= であ中部大解答例 2022 数学 42 
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り， 90B  であるから
5cos 1 sin

3
B B= − = である。よって 

 
8 5

BC
3

=  … (ｿ)，(ﾀ)，(ﾁ) 

Ⅱ 

(1)  AO AOOAB PAB, OAC PAC
AP AP

= =△ △ △ △ である

から， 

 OAB: OAC PAB: PAC BP : PC= =△ △ △ △  

である。 

(2)  (1)より
BP OAB
PC OAC

=
△

△
である。また， 

 

OQ OCBCQ OCQ OCBOB
OQQA OAQ OABOAB
OB

= = =
△

△ △

△ △△

， 

 

OR OACAR OAR OACOC
ORRB OBR OBCOBC
OC

= = =
△

△ △

△ △△

 

である。よって 

 BP CQ AR OAB OBC OAC 1
PC QA RB OAC OAB OBC

  =   =
△ △ △

△ △ △
 

である。 

(3)  AR 2 CQ 2,
RB 1 QA 3

= = と(2)の結果から
BP 2 2 1
PC 3 1

  = となるので， 

 
BP 3
PC 4

=  

である。 

Ⅲ 

(1)  ,x y u x y v+ = − = とおく。 ,x y がともに無理数であるとき u も

vも無理数でないと仮定すると， ,u vはともに有理数である。
2

u vx +
= と

,u v がともに有理数であることから x は有理数となり， ( )2x x= も有

理数である。これは ,x y がともに無理数であることに反する。よって背理

法により， ,x y がともに無理数ならば， ,x y x y+ − の少なくとも一

方は無理数であることが証明された。 

(2)  ( ) ( )2 22 2 , 2 2x y= + = − とする。 6 4 2, 6 4 2x y= + = − で 2 は



中部大解答例 2022 数学 42 

－2－ 
 

り， 90B  であるから
5cos 1 sin

3
B B= − = である。よって 

 
8 5

BC
3

=  … (ｿ)，(ﾀ)，(ﾁ) 

Ⅱ 

(1)  AO AOOAB PAB, OAC PAC
AP AP

= =△ △ △ △ である

から， 

 OAB: OAC PAB: PAC BP : PC= =△ △ △ △  

である。 

(2)  (1)より
BP OAB
PC OAC

=
△

△
である。また， 

 

OQ OCBCQ OCQ OCBOB
OQQA OAQ OABOAB
OB

= = =
△

△ △

△ △△

， 

 

OR OACAR OAR OACOC
ORRB OBR OBCOBC
OC

= = =
△

△ △

△ △△

 

である。よって 

 BP CQ AR OAB OBC OAC 1
PC QA RB OAC OAB OBC

  =   =
△ △ △

△ △ △
 

である。 

(3)  AR 2 CQ 2,
RB 1 QA 3

= = と(2)の結果から
BP 2 2 1
PC 3 1

  = となるので， 

 
BP 3
PC 4

=  

である。 

Ⅲ 

(1)  ,x y u x y v+ = − = とおく。 ,x y がともに無理数であるとき u も

vも無理数でないと仮定すると， ,u vはともに有理数である。
2

u vx +
= と

,u v がともに有理数であることから x は有理数となり， ( )2x x= も有

理数である。これは ,x y がともに無理数であることに反する。よって背理

法により， ,x y がともに無理数ならば， ,x y x y+ − の少なくとも一

方は無理数であることが証明された。 

(2)  ( ) ( )2 22 2 , 2 2x y= + = − とする。 6 4 2, 6 4 2x y= + = − で 2 は
中部大解答例 2022 数学 42 

－3－ 
 

無理数であるから， ,x y はともに無理数である。しかし 

 2 2 2 2 4x y+ = + + − =  

より x y+ は有理数である。よって反例が存在するので，この命題は偽

である。 

 

 



英　　　　語

工・経営情報・国際関係・人文・応用生物・生命健康科・現代教育学部 
（60分・100点〈英語英米文化学科は150点〉）

〔１〕 1 ウ 2 ア 3 イ 4 エ 5 エ

6 イ 7 ア 8 ウ 9 イ 10 ウ

〔２〕 11 ア 12 エ 13 イ 14 ウ 15 ア

16 ウ 17 エ 18 イ 19 ウ 20 ア

〔３〕 21 ウ 22 ク 23 キ 24 カ 25 イ

26 キ 27 オ 28 ク 29 イ 30 ケ

〔４〕 31 エ 32 イ 33 ウ 34 ア 35 ウ

〔５〕 36 ウ 37 エ 38 ア 39 イ 40 オ

理科（物理，化学，生物）

物理②＝工学部（60分・100点）

Ⅰ 1 イ 2 ウ 3 オ 4 ウ 5 イ

6 イ 7 ア 8 エ 9 イ

Ⅱ 10 ウ 11 ウ 12 エ 13 エ 14 エ

15 イ 16 ア 17 エ 18 イ

Ⅲ 19 ウ 20 ア 21 イ 22 イ 23 オ

24 カ 25 ウ 26 エ 27 ア 28 カ

29 エ 30 イ 31 ウ 32 ア 33 ウ

34 ア 35 イ 36 イ 37 オ 38 エ

物理①＝生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 イ 2 イ 3 ウ 4 ア 5 ア

6 エ 7 ア 8 エ 9 ア 10 ア

11 イ

Ⅱ 12 ア 13 ア 14 ウ 15 ウ 16 ウ

17 キ 18 ウ 19 ウ 20 ア 21 ウ

Ⅲ 22 ウ 23 ア 24 イ 25 イ 26 オ

27 カ 28 ウ 29 エ 30 ア 31 カ

32 エ 33 イ 34 ウ 35 ア 36 ウ

37 ア 38 イ 39 イ 40 オ 41 エ



化学②＝工学部（60分・100点）

Ⅰ 1 オ 2 カ 3 エ 4 エ 5 カ

6 ウ 7 エ 8 ウ

Ⅱ 9 オ 10 イ 11 キ 12 ウ 13 イ

14 キ 15 エ 16 キ

Ⅲ 17 ア 18 エ 19 ア 20 オ 21 オ

22 エ 23 イ

Ⅳ 24 カ 25 ウ 26 イ 27 ウ，エ 28 イ

29 カ 30 イ 31 ウ

化学①＝応用生物・生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 オ 2 カ 3 エ 4 エ 5 カ

6 ウ 7 エ 8 ウ

Ⅱ 9 オ 10 イ 11 キ 12 ウ 13 イ

14 キ 15 エ 16 キ

Ⅲ 17 ア 18 イ 19 キ 20 ア 21 ウ

22 ウ 23 ウ

Ⅳ 24 カ 25 オ 26 イ 27 カ 28 ア

29 ウ 30 ア

生物①＝応用生物・生命健康科・現代教育学部（60分・100点）

Ⅰ 1 ウ 2 イ 3 ク 4 ウ 5 ア

6 ウ 7 オ 8 エ

Ⅱ 9 イ 10 キ 11 ア 12 オ 13 ケ

14 コ 15 キ 16 エ

Ⅲ 17 イ 18 キ 19 オ 20 オ 21 オ

22 ア 23 エ 24 イ

Ⅳ 25 イ 26 カ 27 キ 28 イ 29 ア

30 ア 31 ア，エ 32 キ

Ⅴ 33 キ 34 ウ 35 ウ 36 エ 37 ウ

38 キ 39 オ 40 エ



国　　　　語

経営情報・国際関係・人文・応用生物・生命健康科・現代教育学部 
（60分・100点）

（一） 1 イ 2 ア 3 エ 4 ウ 5 オ

6 ウ 7 オ 8 オ 9 ウ 10 ア

11 イ 12 エ 13 オ 14 ウ 15 ウ

16 ア

（二） 17 オ 18 イ 19 カ 20 ウ 21 ア

22 カ 23 イ 24 オ 25 エ 26 ウ

27 ウ

（三） ａ 島崎藤村 ｂ 坊っちゃん（坊ちゃん）

c やまいだれ ｄ 副詞 ｅ 使役 ｆ 流布

社会（世界史，日本史，地理，政治･経済）

世界史＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 ア 2 エ 3 エ 4 ウ 5 ア

6 ウ 7 イ 8 エ 9 イ

〔Ⅱ〕 10 エ 11 イ 12 ウ 13 ア 14 イ

15 カ 16 イ 17 ア

〔Ⅲ〕 18 エ 19 エ 20 イ 21 ウ 22 イ

23 カ 24 イ 25 ア

〔Ⅳ〕 26 イ 27 エ 28 ア 29 イ 30 ア

31 イ 32 ウ 33 ア

日本史＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 ア 2 ア 3 エ 4 エ 5 ウ

6 イ 7 エ 8 ウ

〔Ⅱ〕 9 ウ 10 イ 11 エ 12 ア 13 エ

14 ウ 15 ア 16 ウ

〔Ⅲ〕 17 イ 18 ウ 19 イ 20 エ 21 ウ

22 エ 23 ア 24 イ

〔Ⅳ〕 25 ア 26 イ 27 イ 28 ア 29 ウ

30 ウ 31 ア 32 エ



地理＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 エ 2 ア 3 イ 4 ア 5 ウ

6 エ 7 イ 8 イ 9 イ 10 イ

11 エ

〔Ⅱ〕 12 イ 13 ア 14 エ 15 ア 16 エ

17 イ 18 ア 19 ア

〔Ⅲ〕 20 ア 21 エ 22 ア 23 エ 24 ウ

25 イ 26 ア 27 ウ

〔Ⅳ〕 28 エ 29 イ 30 ア 31 エ 32 イ

33 ア 34 ウ 35 エ

政治・経済＝経営情報・国際関係・人文・現代教育学部（60分・100点）

〔Ⅰ〕 1 イ 2 ウ 3 イ 4 ウ 5 ア

6 イ 7 ア 8 エ 9 ウ 10 ア

11 イ 12 エ 13 ア

〔Ⅱ〕 14 エ 15 ウ 16 イ 17 イ 18 エ

19 ウ 20 ア 21 ウ 22 エ 23 ア

24 イ 25 ア

〔Ⅲ〕 26 イ 27 ア 28 ア 29 ウ 30 エ

31 エ 32 ア 33 ウ 34 ウ 35 エ

36 ウ 37 ア 38 エ

〔Ⅳ〕 39 イ 40 ア 41 エ 42 エ 43 ア

44 ウ 45 ウ 46 イ 47 ア 48 エ

49 ウ 50 イ




